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建築士会の綱領 

1．われらの建築は 人類の幸福のため 最良の芸術たるべし 

2．われわれ建築士は 社会の発展のため 最新の指導者たるべし 

3．わが建築士会は 会員の向上のため 最善の団結たるべし 

 

 

 

 

建築士の歌 

1．              2．              3．            

 

 

 

 

 

 

 

 

大会テーマ 『九州共創～熊本でかたらんね！～』 

＜開 催 趣 旨＞ 

今年で、熊本地震発生から 10 年、令和 2 年７月豪雨から 6 年が経ちました。熊本城は復興半ば、肥

薩線は不通のままですが、たくさんの方にご支援をいただき、熊本は元気を取り戻しつつあります。 

本日の会場である熊本城ホールがあるサクラマチクマモトは、バスターミナルを有する複合施設であ

り、まちのパブリックスペースと⼀体になるように計画した地上 30m の屋上庭園は熊本城と繋がって

いることを感じることができます。まちの歴史と人々の活動を繋げる中⼼的役割を果たしており、熊本

のまちににぎわいを創出しています。 

大会テーマの「共創」とは多様な立場の人達と対話しながら、新しい価値を「共」に「創」り上げて

いくことを意味しています。「かたらんね！」には、熊本弁で、“語りましょう”という意味もありますが、

“参加しませんか” “仲間に入りませんか”という意味にもなります。 

九州のまんなかにある熊本で、集いの輪にかたって、おおいに語り合ってください。本大会が、九州

が⼀つとなって、建築の未来を共に創り上げていく発端となることを期待いたします。 

晴れ渡る 世紀の空に 

槌音は  冴えてとどろく 

この力  更に加えて 

同胞(ﾊﾗｶﾗ)の幸(ｻﾁ)を護らん 

おお われら われら 建築士 

日に進む 時代を越えて 

新たなる 文化つちかう 

この理想 高くかざして 

悠久の  平和築かん 

おお われら われら 建築士 

巣立ちゆく 若き日本に 

建設の   使命果てなし 

この技術  共に磨きて 

明日への  飛躍誓わん 

おお われら われら 建築士 



- 1 - 

目 次 

 

● 目次・ＣＰＤ単位について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1 

● 研究集会プログラム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  2 

● 会場案内・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  3 

● 会場レイアウト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  4 

● 意見交換会プログラム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  5 

● 地域実践活動発表について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  6 

● 地域実践活動発表テーマ⼀覧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  7 

● 各県地域実践活動報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  8 

● 第１分科会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24 

● 第２分科会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 25 

● 第３分科会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26 

● 第 4 分科会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 27 

● 第 5 分科会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 28 

● 参加者集計表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 29 

● 広告・協賛・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 30 

 

 

 

「建築士の集い」熊本大会のＣＰＤ単位について 

 

今回の「建築士の集い」熊本大会では以下のようにＣＰＤプログラム認定されております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日にち 認定プログラム名 単位数 

６月２0 日 「建築士の集い」熊本大会 地域実践活動発表 １単位 

６月２0 日 「建築士の集い」熊本大会 第１分科会 

２単位 

６月２0 日 「建築士の集い」熊本大会 第２分科会 

６月２0 日 「建築士の集い」熊本大会 第３分科会 

６月２0 日 「建築士の集い」熊本大会 第４分科会 

６月２0 日 「建築士の集い」熊本大会 第５分科会 
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研究集会プログラム 

 

●大 会 テ ー マ 『九州共創～熊本でかたらんね！～』 

 

●会 場 熊本城ホール 2 階 シビックホール 他 

〒860-0805 熊本市中央区桜町３番４０号 

 

●プ ロ グ ラ ム 

１２：３０ 受付開始 

１３：００ 開会式（熊本城ホール 2 階 シビックホール） 

開会の辞 

建築士会綱領唱和 

九州ブロック会会長挨拶 

九州ブロック青年建築士協議会会長挨拶 

熊本県建築士会会長挨拶 

来賓祝辞 

 

 

１３：３０ 運営説明 

１３：４０ 全体会開始 

地域実践活動発表（各県代表者 7 分） 

 

１４：４５ 分科会説明、移動（小休憩） 

１５：００ 分科会開始 

第１分科会 地域実践活動テーブル討議「これからの地域共創」〈３階 会議室 C１+C２〉 

第２分科会 古谷誠章氏の講演「建築が引き合わす、もの、人、風土」〈２階 シビックホール〉 

第３分科会 熊本城の復旧状況が分かる現地見学会〈３階 会議室 E１+現地（熊本城）〉 

第４分科会 親子でたのしむ「たてものシールでまちづくり！」〈３階 会議室 D１+D２〉 

第５分科会 くまもと城下町まちあるき〈現地（熊本城ホール周辺～新町・古町界隈）〉 

 

１７：００ 終  了 

  

［熊本県建築士会副会長］ 

［大会実行委員長］ 

［九州ブロック会会長］ 

[九州ブロック青年建築士協議会会長］ 

［熊本県建築士会会長］ 

［熊本県土木部建築住宅局長 折田 義浩 様］ 

［熊本市都市建設局公共建築部長 原 和義 様］ 
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会場案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎熊本駅から／市電約 12 分、車約 10 分 

◎阿蘇くまもと空港から／バス約 46 分 

◎熊本 IC から／車約 35 分 
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会場レイアウト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

熊本城ホール３階 

第４分科会 

D1+D2 

第１分科会 

C1+C2 

第３分科会 

E1 

２階から 

 

ホワイエ 

入口 

３階へ 

全体会、第２分科会 

シビックホール 

 

第５分科会 

集合場所 

熊本城ホール２階 
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意見交換会プログラム 

 

●テ ー マ 『もういっぺん集まって、飲まんね』 

 

●会 場 熊本城ホール 2 階 シビックホール 

〒860-0805 熊本市中央区桜町３番４０号  TEL 096-312-3737 

 

●プ ロ グ ラ ム  

１８：００ 開場 受付開始 

１８：３０ 開会式 

開会の辞 

日本建築士会連合会会長挨拶 

地域実践活動投票結果発表・表彰 

 

１８：４５ 鏡割り・乾杯 

 

１９：００ 余興（「宇土天響太鼓」 和太鼓パフォーマンス） 

 

１９：４０ 各県挨拶     ［鹿児島-大分-長崎-佐賀-宮崎-福岡］（各県 3 分×6 県） 

次回開催県挨拶  ［沖縄県］（5 分） 

開催県挨拶    ［熊本県］（5 分） 

 

２０：２５ 閉会の辞 

 

２０：３０ 終了 

 

 

●参 加 費  6,500 円/人（高校生以下は無料） 

 

●注 意 事 項  分科会終了後に⼀度退出していただき、会場レイアウトを変更後に受付を開始 

します。 

地域実践活動の投票結果を発表します。 

  

［大会実行委員長］ 

［日本建築士会連合会会長］ 

［九州ブロック青年建築士協議会会長］ 

 

［九州ブロック女性建築士協議会会長］ 

 

 

 

 

 

 

 

［熊本県建築士会女性部会部会長］ 
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地域実践活動発表について 

 

●会 場 熊本城ホール 2 階 シビックホール 

 

●内 容  私たち建築士が、各地域に根ざして行ってきたさまざまな活動や、地域のため

の先進的な提案事例、行政や市民、学生などへの協力活動など、建築士として、

地域で必要とされている九州各地の取組みについて県ごとに発表し、今後の活動

について、建築士会の近未来についての情報共有の機会とします。また、全国大

会における九州ブロック会代表発表者の選出も同時に行うこととします。 

 

●プ ロ グ ラ ム  ・各県代表による地域実践活動の発表 7 分／県 

①沖縄県 ②鹿児島県 ③大分県 ④長崎県 ⑤佐賀県 ⑥宮崎県 ⑦福岡県 ⑧熊本県 

・全ての県の発表終了後に投票 

 

●発 表 内 容  各県代表者２名（発表者、補助者）により、各県毎に１事例のみの発表とします。

テーマに沿った内容で、団体・個人・建築士会の関与は問いませんが、建築士会会

員が主体となって参画する事例とします。 

 

●投 票 方 法 九州ブロック会大会運営規定に基づき、下記の要領で投票を行います。 

・選考委員会（九州ブロック会会長、各県青年委員長、女性委員長）の１７名と各

県１０名（各県青年委員長及び、女性委員長が選出）が発表を踏まえて投票を行

います。 

選考委員会の委員は、１名５ポイント 計８５ポイント 

各県代表の１０名は、１名１ポイント 計８０ポイント 

合計１６５ポイント 

・投票は、当日午前中に九州ブロック青年・女性建築士協議会で配布する投票用紙

にて投票してください。 

・投票にあたって所属県の発表者には投票できません。 

・選考委員の投票は、１県に対して上限３ポイントまでとします。 

・開票は、選考委員会で行います。 
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地域実践活動発表テーマ一覧 

 

１ 沖縄県  市場中央通り第１アーケード再整備 

（発表者：新垣 朝憲） 

 

 

２ 鹿児島県 子供の夢を建築する！！建築士会員の活動 

（発表者：福山 真世） 

 

 

３ 大分県  住宅セミナー２４年の変遷 これまで▶これから 

（発表者：櫻木 弘三郎） 

 

 

４ 長崎県  未来へ紡ぐ～長崎らしさの継承～ 

（発表者：鯖江 康裕） 

 

 

５ 佐賀県  地震被害を減らすための耐震の普及活動について 

（発表者：松尾 祐弥） 

 

 

６ 宮崎県  「防災＋ものづくり」建築士にできること 

（発表者：興梠 幸大） 

 

 

７ 福岡県  歴史的建造物委員会の活動紹介 

（発表者：花吉 朝陽） 

 

 

８ 熊本県  旅館白磯再興プロジェクト ～文化財はまちづくりの核となり得るか⁉～ 

（発表者：畑元 正司） 
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